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し
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『 後鳥羽公園　桜の復活を願って！！』『 後鳥羽公園　桜の復活を願って！！』



　
12
月
３
日
（
木
）、
新
庄
村
役
場
に

お
い
て
第
５
回
新
庄
村
役
場
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
主
な
項
目
】

○
住
民
説
明
会
実
施
の
報
告

　
11
月
６
日（
金
）、
７
日（
土
）に
開

催
し
た
住
民
説
明
会
に
つ
い
て
、
事

務
局
か
ら
概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。

な
お
、
説
明
会
の
様
子
は
、
11
月
15

日（
日
）か
ら
19
日（
木
）の
間
に
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま
し
た
。

○
基
本
設
計
案
の
検
討

　
他
自
治
体
へ
の
視
察
、
ま
た
、
９

月
に
立
ち
上
げ
た
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
で
の
検
討
を
重
ね
て
作
成
し

た
基
本
設
計
案
に
つ
い
て
、
主
に
配

置
図
や
平
面
図
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
来
客
用
駐
輪
場
の

設
置
や
歩
行
者
の
導
線
の
確
保
な
ど
、

多
く
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
今

後
は
頂
い
た
ご
意
見
を
取
り
入
れ
、

基
本
設
計
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

○
進
捗
状
況
の
説
明

　
12
月
上
旬
か
ら
建
設
予
定
地
の
地

質
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
や
、
１
月

に
は
実
施
設
計
に
着
手
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
事
務
局

か
ら
説
明
し
ま
し
た
。
な
お
、
現
時

点
で
は
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら

の
遅
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
今
後
の
委
員
会
の
活
動

　
今
回
を
も
っ
て
、
新
庄
村
役
場
庁

舎
整
備
検
討
委
員
会
の
活
動
を
終
了

す
る
こ
と
が
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
必
要
に
応
じ
て
委
員

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
委
員
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
情
報
は
、
今

後
も
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
中
山
）

　
新
庄
村
役
場
庁
舎
整
備
に
伴
い
、
役

場
の
熱
利
用
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
行

う
た
め
、
新
庄
村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

【
岡
山
県
西
粟
倉
村
11
月
９
日（
月
）】

　
百
年
の
森
林
（
も
り
）
事
業
に
基
づ

き
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て

い
る
村
で
す
。
平
成
26
年
か
ら
温
浴
施

設
に
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
、
平
成
29

年
か
ら
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
で
地
域

熱
供
給
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
６
つ
の

公
共
施
設
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し

て
い
ま
し
た
。

【
長
野
県
根
羽
村
11
月
25
日（
水
）】

　
人
口
約
９
０
０
人
の
山
間
部
の
村
で

す
。
平
成
30
年
に
根
羽
杉
を
使
用
し
た

木
造
の
新
庁
舎
を
整
備
し
、
隣
接
し
た

福
祉
施
設
と
い
っ
し
ょ
に
改
修
を
行
い
、

薪
ボ
イ
ラ
ー
で
熱
供
給
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

【
長
野
県
伊
那
市
11
月
26
日（
木
）】

　
50
年
の
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た

森
林
整
備
を
行
い
、
再
造
林
は
カ
ラ
マ

ツ
を
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
に
植
林
し
て

い
ま
す
。
公
共
施
設
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
を
多
数
導
入
し
、
化
石
燃
料
か
ら

の
脱
却
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
た
め
、
個
人
や
民
間
に
も
バ
イ
オ

第
５
回
新
庄
村
役
場
庁
舎
整
備
検
討

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

役
場
新
庁
舎
整
備
の
た
め
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
視
察
を
行
い

ま
し
た



マ
ス
の
導
入
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
視
察
を
参
考
に
し
、
新
庄

村
に
適
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
柴
田
）

　
11
月
６
日
（
金
）
林
業
活
性
化
委
員

会
の
黒
田
委
員
長
が
委
員
会
の
要
望
を

ま
と
め
た
「
新
庄
村
役
場
新
庁
舎
建
設

村
産
材
活
用
に
つ
い
て
の
要
望
書
」
を

村
長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
村
民
が
関
わ
り
大

切
に
育
て
、
地
域
の
気
候
、
風
土
で
育

っ
た
木
材
を
新
庁
舎
に
活
用
で
き
る
こ

と
は
村
民
の
誇
り
と
愛
着
に
つ
な
が
り
、

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
非
常
に
意
義
深

い
建
物
に
な
り
ま
す
。

　
先
人
達
の
取
り
組
み
が
後
世
に
守
り

伝
え
て
い
く
た
め
の
庁
舎
に
な
る
よ
う

新
庄
村
産
材
の
積
極
的
な
活
用
に
つ
い

て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課
　
柴
田
）

　
村
の
歴
史
あ
る
後
鳥
羽
公
園
の
復
元

化
活
動
と
し
て
、
岡
山
後
楽
園
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
40
名
に
よ
る「
桜
の
植
樹
」

が
晴
天
の
11
月
１
日
（
日
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
植
樹
で
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
後
継
木

と
し
て
、
日
本
さ
く
ら
の
会
が
推
奨
す

る
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
20
本
を
植
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
鳥
羽
公
園
は
、
後
鳥
羽
上
皇
が
隠

岐
島
へ
配
流
さ
れ
た
際
に
通
ら
れ
た
場

所
と
し
て
、
し
だ
れ
栗
や
お
水
池
な
ど

の
伝
説
や
句
碑
な
ど
の
史
蹟
が
多
く
残

っ
て
い
る
公
園
で
、
春
に
は
憩
い
の
場

所
と
し
て
、
多
く
の
村
民
が
足
を
運
ん

だ
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
桜
の
寿
命
に
よ
り
絶

え
る
桜
が
増
え
、
見
る
影
も
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
岡
山
後
楽

園
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
地
域
貢

献
環
境
美
化
活
動
と
し
て
、
か
つ
て
の

よ
う
に
桜
咲
き
誇
る
歴
史
的
価
値
の
あ

る
後
鳥
羽
公
園
の
復
元
に
向
け
た
取
り

組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

今
後
も
後
世
に
誇
れ
る
公
園
づ
く
り
に

お
力
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

（
総
務
企
画
課
　
石
藤
）

　
11
月
９
日（
月
）、
公
民
館
で
新
庄
村

総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
村

長
と
教
育
委
員
会
が
教
育
施
策
に
つ
い

て
協
議
・
調
整
を
行
う
も
の
で
今
年
度

２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
「
新
庄
村
教

育
振
興
基
本
計
画
」（
計
画
期
間
：
令
和

２
〜
11
年
度
の
10
年
間
）
に
つ
い
て
、

各
種
施
策
を
具
体
的
に
進
め
て
行
く
た

め
に
作
成
し
た
当
初
５
年
間
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
行
程
表
）
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　
計
画
に
は
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し

い
「
新
庄
っ
子
」
を
育
て
る
た
め
、

○
保
育
所
と
小
学
校
の
連
携

○
小
中
一
貫
校
の
充
実

○「
ふ
る
さ
と
新
庄
学
」
の
実
践

○
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
活
用

な
ど
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育

新
庄
村
役
場
新
庁
舎
建
設
村
産
材

活
用
要
望
書
提
出

岡
山
後
楽
園
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

後
鳥
羽
公
園
復
元
化
に
協
力
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新
庄
村
総
合
教
育
会
議
開
催
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て
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

○
小
中
学
校
職
員
室
一
本
化

○
空
き
教
室
等
の
有
効
活
用

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
、
ま
た
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
、

○
図
書
館
活
動
の
充
実

○
読
み
聞
か
せ
活
動
の
推
進

○
文
化
遺
産
や
伝
統
芸
能
の
保
護

な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
か
ら
は
「
庁
舎
整
備
を
契

機
に
公
民
館
を
図
書
館
と
し
て
整
備
し

て
も
ら
い
た
い
」、「
夜
間
や
雨
天
時
に

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
小
倉
村
長
は
「
小
中
一
貫
の
目
的
は
、

教
育
立
村
の
復
活
。
15
歳
ま
で
は
し
っ

か
り
と
村
で
育
て
た
い
」、「
児
童
生
徒

の
安
全
は
最
優
先
。
職
員
室
一
本
化
だ

け
で
な
く
必
要
な
整
備
は
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
小
中
一
貫
教

育
の
充
実
し
て
い
く
考
え
を
述
べ
ま
し

た
。

　
多
く
の
予
算
が
必
要
な
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
計
画
の
実
施
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

　
11
月
16
日
（
月
）、
新
庄
村
文
化
財

保
護
委
員
会
を
開
催
し
、
村
内
史
跡
の

巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
中
敵
機
を
察
知
す
る
た

め
、
山
の
尾
根
に
造
ら
れ
た
「
防
空
監

視
哨
」
や
、
今
年
２
月
に
間
伐
作
業
道

開
設
中
に
人
骨
や
陶
器
が
発
見
さ
れ
、

７
世
紀
初
め
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
「
横

穴
墓
」、
戸
島
地
区
内
の
「
五
人
塚
」

や
旧
出
雲
街
道
沿
い
後
鳥
羽
公
園
近
く

の
「
杉
並
木
」
な
ど
の
現
状
を
確
認
し

新
庄
村
文
化
財
保
護
委
員
会
開
催

ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
「
防
空
監
視
哨
は
、

戦
時
中
の
歴
史
資
産
と
し
て
平
和
教
育

へ
活
用
で
き
る
た
め
、
草
刈
り
や
看
板

設
置
な
ど
の
整
備
」、「
横
穴
墓
は
、
村

の
歴
史
文
化
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
詳

細
な
調
査
」、「
五
人
塚
は
、
崩
れ
た
石

積
の
修
復
」、「
杉
並
木
は
、
雑
木
を
伐

採
し
周
辺
の
公
園
と
一
体
的
に
整
備
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
保
護
お
よ
び
活
用
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

し
ょ
う

お
う

け
つ  

ぼ

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
及
び
国

税
庁
が
主
催
す
る
「
中
学
生
の
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
審
査
で
、
新
庄
中
学
校

１
年
生
の
千
葉
有
里
さ
ん
が
、
一
般
財

団
法
人
大
蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
作
文
の
題
名
は
「
税
の

ラ
リ
ー
」
で
、
納
税
と
税
の
活
用
を
卓

球
の
ラ
リ
ー
に
例
え
て
表
現
し
ま
し
た
。

　
11
月
30
日
（
月
）
に
、
真
庭
納
税
貯

蓄
組
合
と
久
世
税
務
署
の
方
が
来
ら
れ
、

納
税
貯
蓄
組
合
の
山
下
組
合
長
か
ら
表

彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人

　
　大
蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞
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お

　
１
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
　時

　
１
月
14
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
１
月
28
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た
ら

　
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押
し
て

　
下
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前
日

　
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本
人

　
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険
証
な

　
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

　
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と
も
あ

　
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

ら
知

せ

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
2
年
11
月
受
付
分

年
　金
　相
　談

12
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
（
３
期
）

国
保
税
　
　
　
（
７
期
）

納
期
限
　
12
月
25
日
（
金
）

婚
姻
届
　末
永
く
お
幸
せ
に
。

＊
令
和
２
年
11
月
22
日

　竹
本
　康
紀

　小
椋
　沙
織

＊
令
和
２
年
11
月
29
日

　谷
口
　泰
弘

　犬
房
　由
紀

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
２
年
11
月
19
日

　
池
田
　
順
吉
（
101
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

　
岡
山
県
の
令
和
元
年
中
の
刑
法
犯
認

知
件
数
は
９
，
４
３
６
件
、
新
庄
村
で

は
５
件
で
し
た
。
令
和
２
年
で
は
特
殊

詐
欺
の
被
害
が
急
増
し
、
11
月
11
日
ま

で
に
被
害
額
が
４
億
円
を
超
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
の
お
よ
そ
２
倍
の

被
害
額
に
相
当
し
ま
す
。

　
電
話
や
ハ
ガ
キ
に
よ
る
特
殊
詐
欺
の

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
サ
イ
バ
ー
犯

罪
も
増
加
し
て
お
り
、
今
や
住
ん
で
い

区 分
村　内

10月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

1
1
0

1件
1人
0人

3
0
0

26件
1人

0 0人 3 21人
5人

本年の累計10月期本年の累計
真庭市内

事

故

10月期の交通事故発生状況

（総務企画課　中川）

る
地
域
・
年
齢
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
犯

罪
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
分
を
守
る
・
身
近
な
人
を
守
る
た

め
に
、
日
頃
か
ら
情
報
を
収
集
し
、

防
犯
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
新
庄
村
で
は
12
月
〜
１
月
を
防
犯
強

化
月
間
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
、
主
な

手
口
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
オ
レ
オ
レ
詐
欺
】

　
親
族
・
警
察
官
・
弁
護
士
等
を
装
い
、

親
族
が
起
こ
し
た
事
件
・
事
故
に
対
す

る
示
談
金
等
を
名
目
に
金
銭
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺

【
架
空
請
求
詐
欺
】

　
『
未
払
い
の
料
金
が
あ
る
』
な
ど
架

空
の
事
実
を
口
実
と
し
金
銭
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺

【
融
資
保
証
金
詐
欺
】

　
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
等
を
利
用

し
て
融
資
を
誘
い
、
申
し
込
ん
で
き
た

者
に
対
し
、
保
証
金
の
名
目
で
お
金
を

だ
ま
し
取
る
詐
欺

【
還
付
金
詐
欺
】

　
市
役
所
や
金
融
機
関
の
職
員
等
を
名

乗
り
、
医
療
費
等
の
還
付
手
続
き
が
あ

る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘

い
出
し
、
携
帯
電
話
で
言
う
と
お
り
に

操
作
さ
せ
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

【
金
融
商
品
等
取
引
】

　
架
空
ま
た
は
価
値
の
乏
し
い
未
公
開

み
ん
な
で
防
犯
対
策
！

　安
心
・
安
全

　新
庄
村
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株
、
社
債
や
外
国
通
貨
等
に
関
す
る
虚

偽
の
情
報
を
提
供
し
、
購
入
す
れ
ば
利

益
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
こ
ま
せ
て
お
金

を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

【
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
情
報
】

　
不
特
定
多
数
の
人
が
購
入
す
る
雑
誌

に
「
パ
チ
ン
コ
打
ち
子
募
集
」
な
ど
と

掲
載
し
た
り
、
不
特
定
多
数
の
者
に
対

し
て
同
じ
内
容
の
メ
ー
ル
を
送
信
す
る

な
ど
し
て
、
申
し
込
ん
で
き
た
人
に
対

す
る
会
員
登
録
料
や
情
報
料
な
ど
を
だ

ま
し
取
る
詐
欺

【
異
性
交
際
あ
っ
せ
ん
】

　
メ
ー
ル
な
ど
に
『
交
際
で
き
る
異
性

を
紹
介
し
ま
す
』
な
ど
と
嘘
の
内
容
を

書
い
て
、
申
し
込
ん
で
き
た
人
に
あ
っ

せ
ん
料
、
仲
介
料
を
要
求
す
る
詐
欺

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
】

　
警
察
官
や
銀
行
協
会
、
大
手
百
科
店

等
の
職
員
を
装
い
、
『
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
』

な
ど
の
名
目
に
よ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
準
備
さ
せ
た
上
で
、
隙
を
見

て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
す
り
替
え
て

だ
ま
し
取
る
詐
欺

　
「
お
金
の
話
」
が
出
た
場
合
は
一
人

で
悩
ま
ず
、
必
ず
誰
か
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
留
守
番
電
話
や
防
犯
機
能
付

電
話
を
活
用
す
る
こ
と
が
特
殊
詐
欺
に

は
有
効
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
ほ
ん
の
一

瞬
で
あ
っ
て
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

は
人
に
渡
さ
な
い
、
『
名
義
だ
け
貸

し
て
』
と
言
わ
れ
て
も
応
じ
な
い
な

ど
、
注
意
し
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課
　
中
川
）

　
ま
も
な
く
令
和
２
年
が
終
わ
り
ま
す
。

12
月
は
何
か
と
気
忙
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
運

転
の
際
は
心
に
ゆ
と
り
を
。

　
『
ゆ
ず
る
・
と
ま
る
・
ま
も
る
』
を

合
言
葉
に
、
思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、

横
断
歩
道

で
は
歩
行

者
優
先
が

ル
ー
ル
で

す
。
道
路

標
識
や
予

告
表
示

（
ダ
イ
ヤ

マ
ー
ク
）

に
注
目
し
、

横
断
歩
道

に
近
づ
い

た
ら
、
手
前
で
止
ま
れ
る
よ
う
に
減
速

し
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
も
横
断
の
際
は
自
動
車
に
ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
送
る
・
手
を
挙
げ
る

な
ど
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る
時

は
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
も
増
え
ま

す
。
飲
酒
を
し
た
ら
自
動
車
は
も
ち
ろ

ん
、
自
転
車
も
運
転
禁
止
で
す
。「
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
」

こ
と
を
徹
底
し
て
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
を
心
が
け
、

事
故
に
遭
う
こ
と
な
く
、
新
し
い
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課
　
中
川
）

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持

ち
込
み

・
受
け
入
れ
可
能
日
の

　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

・
12
月
29
日
（
火
）
は
燃
え
る
ご
み
を

　
受
け
入
れ
ま
す
。

■
家
庭
ご
み
の
収
集
は
、
12
月

29
日
（
火
）
か
ら

１
月
３
日
（
日
）
ま
で
休
業
し

ま
す
。
１
月
４
日
（
月
）
か
ら

通
常
収
集
で
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

年末年始
　ゴミ収集

真庭北部
クリーンセンターへ
持ち込み

家庭ごみの収集

28

月

○

○
通常通り

通常通り

29

火

△

×
休業

可燃のみ

４

１月12月

月

○

×
通常通り

通常通り

12/30～1/3

水～日

×

×
休業

休業9：00～12：00　13：00～16：30
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新
庄
村
で
は
、
積
雪
期
間
に
お
い
て
、

高
齢
者
世
帯
等
で
除
雪
作
業
を
し
て
い

た
だ
け
る
登
録
作
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
新
庄
村
に
在
住
の
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
持
っ
　

て
い
る
方

・
日
中
に
作
業
が
で
き
る
方

・
概
ね
75
歳
ま
で
の
健
康
な
方

　
そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
及
び
登
録
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
渡
辺
）

　
令
和
３
年
１
月
31
日(

日)

必
着
の
募

集
期
限
で
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

勤
務
開
始
の
「
農
業
分
野
に
携
わ
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
総
務
省
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
、

後
述
す
る
応
募
資
格
を
満
た
す
必
要
が

登
録
除
雪
作
業
者
の

　
　
　
　
　募
集
に
つ
い
て

農
業
分
野
の
地
域
お
こ
し

　
　
　
　協
力
隊
を
募
集
！

あ
り
ま
す
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
や
村
に

ル
ー
ツ
を
持
っ
た
方
も
応
募
可
で
す
。

　
将
来
的
に
村
で
暮
ら
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
で
募
集
内
容
に
ご
興
味

あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

１
　
応
募
資
格

　
総
務
省
の
制
度
上
の
条
件
は
次
の

２
点
で
す
。

①
応
募
時
点
で
、
生
活
の
拠
点
が

　
都
市
地
域
で
あ
る
方

②
採
用
後
、
生
活
の
拠
点
を
新
庄

　
村
に
移
し
、
住
民
票
を
移
す
方

２
　
採
用
人
員

　
１
名

３
　
勤
務
開
始
年
月
日

　
令
和
３
年
４
月
１
日

４
　
勤
務
期
間

　
総
務
省
の
制
度
上
、
協
力
隊
と
し

て
の
任
期
は
３
年
間
で
す
。

５
　
仕
事
の
内
容

　
村
特
産
品
で
あ
る
ヒ
メ
ノ
モ
チ 

を

主
と
す
る
稲
作
及
び
そ
の
他
農
業
に
関

連
す
る
業
務

６
　
勤
務
条
件
等

　
①
給
与

月
額
１
６
７
，
４
０
０
円
（
令

和
３
年
４
月
〜
令
和
４
年
３

月
）※

２
年
目
・
３
年
目
昇
給

有
り

　
②
手
当
等

期
末
手
当
を
６
月
及
び
12
月
に

支
給

７
　
選
考
方
法

　
①
書
類
選
考

　
②
書
類
選
考
合
格
者
に
対
す
る
面

　
　
接
試
験

　
詳
細
な
募
集
要
項
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
か
ら
確
認

で
き
ま
す
の
で
、
検
討
す
る
際
に
は

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
募
集
内
容
に
関
す
る
お
問

合
せ
は
総
務
企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（
総
務
企
画
課
　
千
葉
）

【
任
期
】
令
和
３
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

【
目
的
】

　
国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞

き
し
て
国
有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
。

【
対
象
】

　
岡
山
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
森

林
・
林
業
及
び
国
有
林
に
関
心
の
あ

る
成
人
の
方
。

　
た
だ
し
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の

議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤

の
国
家
公
務
員
、
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
２
年
度
ま
で
３
年
間
連
続
し
て

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
方

は
除
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

　
令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

【
詳
細
】

　
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森
林

管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
」
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

総
務
企
画

　
部 

企
画
調
整
課 

林
政
推
進
係

　
℡
０
６-

６
８
８
１-

３
４
０
１

　
（
直
通
）
ま
で

令
和
３
年
度
国
有
林

　
　
　
　
　モ
ニ
タ
ー
募
集
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岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
生
活

保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

○
日
時

　
令
和
３
年
１
月
24
日
（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
電
話
番
号

　
０
１
２
０-

０
５
２-

０
８
８

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

担
当
者
　
藤
澤

問
い
合
わ
せ
先

電
話 

０
８
６-

４
６
０-

３
４
５
６

　
２
０
２
１
年
４
月
１
日
か
ら
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
間
の
不
合

理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
同
一
企
業
内
に
お
け
る
正
社
員
（
無

期
雇
用
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
）
と
非
正

規
社
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
有

期
雇
用
労
働
者
）
の
間
の
不
合
理
な
待

遇
差
を
な
く
し
、
ど
の
よ
う
な
雇
用
形

態
を
選
択
し
て
も
待
遇
に
納
得
し
て
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
改
正
さ
れ
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
や
同
一

労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
指

針
）
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
皆
様
に
は
、
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
自
社
の

取
り
組
み
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
（
℡
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
７
）

事
業
主
の
皆
様
へ

　
２
０
２
０
年
６
月
１
日
か
ら
改
正
労

働
施
策
総
合
推
進
法
の
施
行
に
よ
り
、

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
が
事
業
主
に
義
務

化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

事
業
主
は
次
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

１
　
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
に
関
す
る
①

　
〜
④
の
内
容
を
就
業
規
則
に
記
載
す

　
る
な
ど
に
よ
り
明
確
化
し
、
労
働
者

　
へ
周
知
す
る
こ
と

①
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

　
旨
の
方
針

②
パ
ワ
ハ
ラ
の
行
為
者
に
つ
い
て
は

　
厳
正
に
対
処
す
る
方
針
及
び
対
処

　
の
内
容

③
相
談
窓
口

④
相
談
者
・
行
為
者
等
の
プ
ラ
イ
バ

　
シ
ー
の
保
護
や
相
談
し
た
こ
と
な

　
ど
を
理
由
に
不
利
益
な
扱
い
を
さ

　
れ
な
い
こ
と

２
　
相
談
・
苦
情
に
対
し
て
適
切
に
対

　
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備

　
す
る
こ
と

３
　
パ
ワ
ハ
ラ
に
係
る
相
談
が
あ
っ
た

　
場
合
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行

　
う
こ
と

　
詳
し
く
は
、
岡
山
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

℡
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
７

　
献
体
と
は
、
生
前
ご
本
人
自
ら
が
希

望
の
上
、
家
族
や
親
戚
の
同
意
の
も
と
、

死
後
に
自
分
の
遺
体
を
医
学
生
・
歯
学

生
の
解
剖
実
習
の
た
め
に
、
大
学
へ
無

償
で
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　
解
剖
実
習
は
、
人
体
の
構
造
を
知
る

た
め
の
大
切
な
学
問
で
す
。
医
学
・
歯

学
の
発
展
の
た
め
、
ま
た
、
良
い
医

師
・
医
療
従
事
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
解
剖
実
習
後
は
、
大
学
に
お
い
て
遺

体
を
火
葬
し
、
死
後
１
年
半
後
に
遺
体

を
遺
族
に
お
返
し
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
献
体
運
動
の
協
力
団
体

「
と
も
し
び
会
」
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
と
も
し
び
会（
岡
山
大
学
医
学
部
内
）

　
℡
０
８
６-

２
３
５-

７
０
９
２

司
法
書
士
に
よ
る
﹁
全
国
一
斉

生
活
保
護
相
談
会
～
あ
な
た
の

生
活
は
大
丈
夫
？
我
慢
し
な
い

で
～
﹂
開
催
の
お
知
ら
せ

12
月
は

「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅

月
間
」
で
す
。

２
０
２
０
年
６
月
１
日
か
ら
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

（※

中
小
企
業
は
２
０
２
２
年

４
月
１
日
か
ら
義
務
化
）

中
小
企
業
の
皆
様
へ

医
学
の
発
展
の
た
め
︑

　
　献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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保育所だより保育所だより
笑顔いっぱい！  あったかい！笑顔いっぱい！  あったかい！

酒井賢・金盛秀禎二人展開催
　11月15日（日）から29日（日）の二週間、上町のバーバーバーを会場に「望郷　コロナ禍の今、
ふるさとを想う！」と題して、村出身の芸術家の酒井賢さんと金盛秀禎さんの作品展を開催しました。
多くの方に会場に足を運んで頂き、期間内の総来場者は１７０名を超えました。
　映画美術の酒井さんからは、横１６０㎝を超える大きな作品２点を含む多くの絵画、彫刻家の金盛
さんからは、色彩豊かな現代美術を中心に出品して頂きました。村の方々に楽しんでもらいたいとの
お二人のご厚意により、今回の展示作品のほぼ全てが村では初公開となるものでした。
　11月21日（土）には、展示会場内で金盛さんのアーティストトークを実施。作品に込められた幼
き頃の村の思い出や、時折笑いも交えながらの楽しい講演となり
ました。
　芸術文化は、観賞した人の心に働きかけるという働きだけでな
く、近年では地域の魅力を創り出すという面でも注目を浴びてい
ます。
　村で生まれ育った二人の芸術家の力を借りながら、芸術文化に
関する取り組みを今後も定期的に行っていきたいと考えています。

（産業建設課　小畑）

　12月５日（土）、２歳児３歳児４歳児５歳児が「やんちゃ
っこフェスティバル（生活発表会）」を行いました。
　コロナ禍でいつもと少し変更した内容での発表会でしたが、
「みんなが主役」「笑顔で楽しむ」と、それぞれのクラスで練
習に取り組んできたこの一ヶ月。ステージの上で少し緊張し

ながらも、元気いっぱ
い楽しく、そして何よ
りも一人ひとりが「自
分らしく」表現をする
姿は、日々の成長を物
語っているようで、胸
がいっぱいになりまし
た。またひとつ自信を
つけた子どもたち。き
っと忘れられない発表
会となったことと思い
ます。ご家族の皆様、
温かい応援を本当にありがとうございました。
　地域の皆様には日頃より園の子どもたちの健やかな成長
を見守っていただき感謝いたします。お礼の気持ちを込め
て、子どもたちの笑顔をお届けしますのでご覧ください。

（保育所　山田）

真庭圏域
　　消防写生大会入賞!!

【入選】
　前田　実緒さん（６歳）
　池田　圭汰くん（５歳）
おめでとうございます。

（保育所　山田）
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先
日
、
保
育
園
で
行
わ
れ
た
親
子
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
保
護
者
の
方
へ
向
け
て
お

話
し
た
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
朝
食
の
大
切
さ
】

　
『
朝
食
は
１
日
の
は
じ
め
の
大
事
な

ス
イ
ッ
チ
』
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

朝
食
を
食
べ
な
い
と
午
前
中
体
は
動
い

て
も
頭
は
ぼ
ん
や
り
と
い
う
こ
と
に
な

り
が
ち
で
す
。
ご
飯
な
ど
の
主
食
に
は

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
減
に
な
る
ブ
ド
ウ
糖

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
朝
か
ら
勉

強
や
仕
事
に
集
中
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
人
間
の
体
に
は
体
内
時
計
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
１
日
単
位
で
睡
眠

や
体
温
、
血
圧
や
ホ
ル
モ
ン
分
泌
な
ど

お
元
気
で
す
か
？

の
変
化
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
ま
す
。
人

間
が
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
欠
か
す
こ

と
の
出
来
な
い
体
内
時
計
に
は
、
体
内

リ
ズ
ム
が
あ
り
、
体
内
リ
ズ
ム
が
自
分

の
生
活
リ
ズ
ム
と
ズ
レ
て
し
ま
う
と
体

に
と
っ
て
は
と
て
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス

に
な
り
ま
す
。
ズ
レ
に
よ
っ
て
体
と
心

の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
く
な
る
と
、
し

っ
か
り
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
た
り
、
感
情
が
不
安
定
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
体
内
リ
ズ
ム

と
生
活
リ
ズ
ム
の
ズ
レ
を
無
く
す
に
は

ま
ず
は
朝
食
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
朝
食
は
１
日
を
活
動
的
に
い
き
い
き

と
過
ご
す
た
め
の
大
事
な
ス
イ
ッ
チ
で

す
。
毎
朝
ち
ゃ
ん
と
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

ま
し
ょ
う
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
口
）

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）大

月

　幸
子

金
盛

　啓
子

三
鴨

　浩
子

田
中

　艸
林

今
月
の
俳
句

残
菊
を
生
け
て
明
る
き
座
敷
か
な

か
す
か
な
香
た
ど
り
着
き
柊
の
花

ナ
ラ
枯
れ
を
う
ま
く
隠
し
て
山
粧
ふ

薄
暗
き
庭
に
佇
み
石
蕗
の
花

つ
　わ
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今
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
・
ツ

リ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
藤
の
木
の
つ
る

で
作
っ
た
リ
ー
ス
に
カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー

で
色
づ
け
し
た
松
ぼ
っ
く
り
や
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
、
赤
色
や
金
色
の
リ
ボ
ン
な

ど
、
思
い
思
い
の
小
物
を
選
ん
で
も
ら

い
、
飾
り
つ
け
て
作
り
ま
し
た
。

　
松
ぼ
っ
く
り
に
ビ
ー
ズ
な
ど
を
ボ
ン

ド
で
張
り
付
け
れ
ば
、
可
愛
ら
し
い
ツ

リ
ー
の
完
成
で
す
。

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6‐2
0
0
1

手
作
り
の
リ
ー
ス
と
ツ
リ
ー
で
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

「
さ
く
ら
の
里
」
で
は
、
介
護
を
必
要

と
さ
れ
る
方
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
通

い
・
訪
問
・
宿
泊
）
を
提
供
し
、
住
み

慣
れ
た
新
庄
村
で
暮
ら
し
続
け
て
い
け

る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
通
い
」
・
・
・
ご
自
宅
に
お
迎
え
に

行
き
、
食
事
や
運
動
、
入
浴
、
休
息
等

そ
の
日
の
体
調
に
応
じ
て
過
ご
し
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
訪
問
」
・
・
・
調
理
や
掃
除
、
洗
濯
、

買
い
物
等
ご
自
宅
で
の
生
活
に
必
要
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

「
宿
泊
」
・
・
・
状
況
に
よ
り
お
泊
ま

り
頂
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
施
設
見
学
も
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　

　
今
年
度
も
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、

10
月
に
お
願
い
し
ま
し
た
会
費
納
入
に

つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
皆
様
か
ら
会
費

の
趣
旨
・
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

11
月
末
ま
で
に
２
７
２
，
０
０
０
円
納

入
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
年
間
を
通
じ
て
納
入
で
き
ま
す
の
で
、

ま
だ
、
未
加
入
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

さ
く
ら
の
里
の
活
動

さ
く
ら
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
社
協
会
費
報
告

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

工事等入札結果

公共施設トイレ改修工事（第１工区）令和2年11月30日 （有）オオタ電業 令和３年３月13日11,500千円（12,650千円）

公共施設トイレ改修工事（第２工区）令和2年11月30日 （有）オオタ電業 令和３年３月13日9,600千円（10,560千円）

業　　者　　名 落札価格（契約金額)事　　業　　名入 札 日 工 期



再生紙を使用しています

　11月7日(土)に音楽ホールで学習発表会を行いました。今年度は、新型コロナウィルス感染症の
ため、小中学校が時間をずらして別々の開催となりました。本来ならば地域のみなさまにおいで
いただくところですが、ご家族や来賓の方々のみとなりました。本番の様子は、ケーブルテレビ
でご覧ください。
　ステージ発表は、総合的な学習『ふるさと新庄学』から
始まりました。「新庄村PR班」が作成したプロジェク
ションマッピングによるオープニングに続き、「新庄村
PR班」「商品開発班」「観光地紹介班」「盆踊り班」の
順に発表しました。どの班も、前年度の取り組みをふまえ
た計画づくりや今年の貢献活動の様子を発表しました。全
校合唱『ひまわりの約束』では、休憩時間も使って練習し
た成果を美しいハーモニーで伝えてくれました。1・2年生
の合奏『世界はあなたに笑いかけている』では、楽器の演
奏に加えパフォーマンスも披露して演奏を盛り上げてくれ
ました。最後は3年生8人による新庄太鼓『流水』の迫力あ
る力強い演奏で、会場は感動に包まれました。
　展示では、美術・家庭・技術・総合的な学習の成果を見
ていただきました。
　『ふるさと新庄学』や和太鼓の練習など、地域の皆様か
ら多くのご協力もいただき，生徒たちにとって大きな達成
感のある学習発表会となりました。

（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより中学校だより

　11月７日（土）に、新庄小学校体育館にて学習発表会を行いました。当日は、８０名を超
える方々にお越しいただきました。
　１・２年生は、音読劇「ないたあかおに」で、見てくださる人にしっかり声を届けること
をめあてに練習し発表を頑張りました。
　３・４年生は、劇「We are friends」で、アメリカから交流に来た友だちと一緒に過ごし
た中で学んだことを発表しました。
　５・６年生は、縄文時代から室町時代までに活躍した人物の業績や遺産、歴史を学ぶ意義
も盛り込んだ劇「ヒストリー☆トラベル」を発表しました。
　また、合奏でも、新庄っ子が力を合わせて頑張る姿を見ていただくことができました。
　子どもたちは、大勢の保護者・地域の方の前で、練習してきた成果を立派に発揮すること
ができました。これからも様々な場面でご協力をいただけますようお願いいたします。

（新庄小学校　熊谷）
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小学校だより小学校だより小学校だより 学習発表会学習発表会

学習発表会学習発表会


